
西
藏
課
華
嚴
経

の
第
十

一
品

日

野

泰

道

西
藏
謬
華
嚴
経
は
、
漢
繹

で
は
八
十
華
嚴

縄
に
最
も
近

い
形
鐙
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
が
、

樹
相
當

の
増
慶

が
見
ら

れ

る
。

か
う

い

ふ
異
同
箇
虚

の
吟
味

は
、
種

々
な
形
式

が
あ

る
と
傳

へ
ら
れ
る
華
嚴
経

の
別
な

一
本
の
形
禮
を
明
に

す

る
こ
と

で
あ

り
、

そ
れ
は
華
嚴
輕

の
成
立
問
題

の
研
究

に
も
、

華
嚴
思
想

の

別
な
展
開
面
を
知

る
上
に
も
重
要
な

こ
と
で
あ

る
。

こ
こ
に
そ

の
第

十

一
・墾

は
、

そ
の
品
題
を

d
e
 
b
s
h
i
n
 
g
c
e
g
g
s
 
p
a
 

p
h
a
l
-

p
o
 c
he
 (如

來
華
嚴
品
)
と
名
け
、
谷
大
所
藏
北
京
版
で
は
華

嚴
部
第

三
幽
1
6
7

b
-
1
89
b

に
亙
る
部
分
で
そ
の
第
十
三
巻
第

十
匹
巻
を
構
成

し
、
鷹
舎
那
品
と

名
號

品
と

の
間

の
部
分
に
挿
入

せ
ら
れ
て
ゐ
る
 
(
勘
同
目
録
に
別

の
晶
題

を
福

げ

る

の
は
、

北
京

版
に
て
品
末

の
題
號
を
落
し

て
ゐ
た
爲

で
あ
る
)
。

以
下
、
先
づ
そ
の
あ
ら
す
ぢ
を
紹
介
し
て
後
、
些
か
注
意
す
べ
き
黙
を
指
摘

す
る
。

先
づ
、
経
は
初
に
世
尊
の
佳
虚
を
述
べ
て
、

「世
尊
は
、
佛
身
の
形
の
如
く
な
る
智
慧
廣
大
海
毘
鷹
舎
那
如
來
手
掌
心
中

善
住
、
須
彌
世
界
は
梵
天
の
身
の
形
の
如
く
な
る
普
賢
、
三
千
大
千
世
界
は
他

化
自
在
天
の
身
の
形
の
如
く
な
る
能
持
、
二
千
世
界
は
化
樂
天
の
身
の
形
の
如

き
同
行
、
千
世
界
は
兜
率
天
の
身
の
形
の
如
く
な
る
普
行
、
四
州
世
界
は
夜
摩

天
の
身
の
形
の
如
く
な
る
佳
の
最
勝
、
州
は
三

三
天
の
身
の
形
の
如
き
菩
提

憧
、
城
は
縷
観
の
形
の
如
き
無
邊
藏
、
草
園
は
無
憂
菩
提
道
場

の
形
な
る
離

憂
、
縷
観
は
自
性
法
性
佳
世
界
の
形
な
る
普
無
可
下
に
於
て
佳
し
た
ま
へ
り
」

と
標
墾
し
、
以
下
第
十
三
雀
全
薩
に
わ
た
つ
て
、
こ
れ
ら
佳
庭
の
頂
目
の
一
々

に
つ
い
て
、
そ
の
所
依
、
名
構
、
形
、
春
囑
、
所
具
或
は
所
佳
等
、
ま
た
、
得

名
、
功
徳
・等
を
紬
読
し
、
更
に
さ
う
い
ふ
智
彗
心廣
大
海
毘
鷹
舎
那
如
來
の
手
掌

心
中
に
佳
す
る
世
界
に
、
正
に
そ
の
智
慧
廣
大
海
毘
鷹
舎
那
如
來
が
無
蓋
の
相

あ
り
無
量
の
功
徳
あ
る
菩
薩
聲
聞
縁
畳
天
人
等
に
園
饒
せ
ら
れ
て
師
子
座
に
腱

し
た
ま
ふ
と
読
か
れ
て
ゐ
る
。

次
に
第
十
四
巻
に
入
る
と
、
こ
の
智
慧
廣
大
海
毘
盧
舎
那
如
來
は

一
々
の
毛

孔
よ
り
十
世
界
海
微
塵
藪
の
光
明
海
を
放
ち
た
ま
ふ
。
一
々
の
光
よ
り
十
世
界

海
微
塵
数
の
蓮
華
海
に
佳
す
る
佛
が
生
じ
、
そ
の
毛
孔
よ
り
十
世
界
海
微
塵
数

の
渤
獲
の
偶
が
生
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
十
方
世
界
、
あ
ら
ゆ
る
塵
中
世
界
の
菩
薩

乃
至
人
非
入
海
を
渤
獲
す
る
。
蘭
獲
せ
ら
れ
た
十
方
の
生
類
は
各
自
の
世
界
の

佛
の
聴
許
を
得
て
こ
の
如
來
の
所
に
往
詣
し
供
養
讃
嘆
し
法
を
聞
く
。

と
き
に
東
方
十
世
界
海
微
鹿
出籔
の
世
界
を
過
ぎ

一
切
世
界
佳
心
と
名
け
る
世

界
海
に
一
切
衆
生
利
釜
海
毘
鷹
舎
那
如
來
と
名
く
る
佛
在
し
、
初
に
も
終
に
も

中
程
に
も
善
き
法
を
読
き
た
ま
ふ
。
こ
の
世
界
海
を
統
治
す
る
韓
輪
聖
王
を
多

寳
と
名
け
、
王
子
、
王
女
、
王
妃
各
十
世
界
海
微
塵
藪
あ
り
。
こ
の
下
約
二
枚

牛
程
が
こ
れ
ら
王
子
等
の
徳
の
讃
嘆
に
向
け
ら
れ
る
。

と
き
に
、
か
の
多
蜜
韓
輪
王
は
、
か
の
智
慧
廣
大
海
毘
鷹
舎
那
如
來
の
渤
獲

西

藏

諜
華
・嚴

経

の
第

十

一
口剛
 (
日

野
)
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西
藏

課
華
・嚴
纒

の
第
十

一
品
 
(
日

野
)

の
偶

を
聞
き
、

自

ら
の
世
界
海

の
佛
、

一
切
衆
生
利
釜
海
毘

魔
舎

那
如
來

の
所

に
至
り
、

か
の
偶

の
所
由
を
問
ふ
。

か
の
佛
、

そ

の
偶

が
西
方
智
慧
廣

大
海
毘

廉
舎

那
如
來

の
威
力

に
依
る
を
教

へ
た
ま

ふ
。
多
蜜

王
之

を
聞
き

「
然
ら
ば
、

私
も
ま

た
か
の
如
來
手
掌
心
中
善
佳
世
界
海

の
智

慧
廣

大
海
毘
鷹
舎

那
如
來

の

所

に
往
き
佛
を
供
養

し
法
を
聞
か
ん
こ
と
を
期
す
。
」
と
申

上
げ

る
。
如
來
は

こ

れ

に
麹
し

「
汝
、

正
に
そ

の
時
な
り
と
思
惟
せ
ば
往

く
べ
し
。

さ
れ
ど

か
の
世

界
海

へ
は
行
く

こ
と
難
し
。

如
來
の
神
力
に
依

ら
ず

ん
ば
、

た
と

へ
十
世
界
海

微
塵
籔

の
三
昧
に
佳

す
る
菩
薩
な
り
と
も
、

そ
は
容
易

な
ら
ず
。

さ
れ
ど

こ
こ

に
そ

の
如
く
な
ら
ざ
る
賢
勝
邊
境
音
と
名
く
る
世
界
海
あ
り
。

汝
、

そ
れ
を
曾

て
見
、

或
は
聞
き
し

こ
と
あ
り
や
、
又
、

そ
は
何
方
の
方
角

に
あ
り
、

遠
き

や

近
き
や
、

い
か
な
る
佛
、

現
に
在
し
て
法
を
読
き

た
ま
ふ
や
、
汝
、

こ
れ
を
知

れ
り
や
。
」
と
。

多
寳
王

こ
れ
に
答

へ
て
未
だ
聞

け

る

こ
と
す

ら
無

し
と
申
す

に
如
來
は
更
に
善

く
思
念
す

べ
き

こ
と
を
勧

め
ら
れ
る
。

そ
こ
で
王

は
圓
入

三

昧
海
を
初

と
せ
る
十
世

界
海
微
塵
籔

の
三
昧
海

に
入
り

て
襯
ず
れ
ど
も
、

そ

の

世
界
海

の
徴
標
す

ら
も
見

る
こ
と
が
で
き
な

い
。
依

て
佛

に
そ
の
由
申
上
げ
る

と
如
來
、
多
寳

王
に
宣
ふ
に
は
、
「
さ
れ
ば
、
か
の
如
來

手
掌

心
中
善
佳
世
界
海

へ
は
、
如
來

の
神
力

に
依

る
を
除

い
て
は
、

十
世
界
海
微
塵
数

の
三
昧

に
住
す

る
菩
薩
も
、

往
き
、

佛

を
見
奉
り
、

法
を
聞

く
は
易

か
ら
ず

と
知
れ
。
」

と
。

そ
こ
で
王

は
重

ね
て
如
來

に
教
示
を
仰
ぐ

と

如
來
曰

く
、

「
大
王

よ
、

こ
の

界

の
西
方
、

廣
大
世
界
微
塵
藪

世
界
海
を

過
ぎ

て
賢
勝
邊
境
音

と
名
く
る
世
界

海
あ
り
。

か
し

こ
に

一
切
行

不
相
鷹
方
正
成
廣
大
海
毘
鷹
舎

那
如
來
在
し

て
法

を
読
き

た
ま

ふ
。
」

と
。
如
來

か
く
宣

へ
ど
も
、
多
寳

王
は
知
見

せ
ざ

る
故
思

ふ

檬
、

「
こ
の
世
界
海
は

か
く
も
近
き
に
見

る
を
得
ず
。

何
ぞ

そ
れ
よ
り

遠

き

を

見
る
を
得
ん
。
」
と
。

多
寳
王
が
か
く

の
如

く
自
力

の
及
ぼ
ざ

る
を
自

畳

す

る

や
否
や
、

佛
力
に
加
持
せ
ら
れ

て

一
切
無
障
碍

三
昧
を
始
め
、

十
世
界
海
微
塵

籔

の
三
昧

に
入
る
。

そ
の
刹
那
に

王

は
、

か

の
賢
勝
邊
境

書
世
界
海

と

一
切

行
不
相
慮

万
正
成
如
來
、

如
來
手
掌
心
中
善
佳

世
界
海

と
智
慧
廣
大
海
毘
盧
舎

那
如
來
、

そ
の
他
十
世
界
海
微
塵
藪

の
世
界
海
の
佛
を
、

如
來

の
智

慧
、

普
見

の
眼
を
以

て
掌
中

の
蕎
摩
羅
果

の
如
く
明
ら
か
に
見
た
。

と
き
に
多
寳
王
は
そ

れ
ら
の
三
昧
よ
り
起
ち

て
、
如
來
に
か

の
如
來
手
掌
心
中
善
住
世
界
海

へ
往
か

ん
こ
と
を
請

ひ
、
十
世
界
海
微
塵
藪

の
菩
薩
、
主

子
、
並
び

に
そ

の
春
鵬
等
と

共
に
か

の
世
界

へ
往

か
ん
と
し
て
護
趣
す
る
。

そ

の
と
き
、

か
の
輔
輪
聖

王
の

王
妃
、

王
女
が
之
を
知
り
、

同
じ
く
か

の
世
界
海
に
往
き
、

か
の
佛
を
見
奉

つ

て
恭
敬
供
養
愈
重
を
な

し
、

か
の
如
來
よ
り
法
を
聞
か
ん
と
思

ふ
由
を

王
に
告

げ
て
請

ふ
。

そ
こ
で
多
寳

王
は
彼
女
等

に
向

つ
て
次

の
如

く
答

へ
る

こ
と
と
な

る
。

曰
く
、

「
た
と

へ
汝
等

が
佛
を
見
る
を
願
は
ず
、

法
を
聞

く
を
ば
求
め
ず
、

檜

を
奪
重
す

る
を
ば
願
は
ず
、

佛

の
菩
提

を
謹
す
る
を
求

め
ず
、

…
…

こ
の
境

界
よ
り
行

か
ん
と
欲

す
る
な
く
、

他

の
境
界

へ
去
ら
ん
と
欲
す
る
な
く
と
も
、

若
し
汝
等

が

一
切

の
佛
と
菩
薩
と
聲
聞
と
凋
畳
と
法
界

に
佳
し

て
、
貧

に
も
離

貧

に
も
住

せ
ず
、

瞑

に
も
慈

に
も
佳
せ
ず
、
邪
智

に
も

正
智

に
も
佳
せ
ず
、

一

切
佛
法
を

分
別
演
義
す
と
も
法
界
よ
り
動

ぜ
ず
と
な

ら
ば
往
く

べ
、き
な

り
。
」

多
寳

王
の
王
妃
等

へ
の
教
読
は

こ
れ
に

て
終
り
、
以
後

王
妃
等
が
聞

い
て
得

た
利
釜
が
述

べ
ら

れ
る
。

す
な
は
ち
彼
女
等
は
、

一
々
の
眼
界

に
依

て
十
世
界

海
微
塵

歎

の
佛
地
、

耳
界

に
依

て
菩
薩
地
、
鼻

界
に
依

て
縁
畳
地
、

舌
界
に
依

て
聲
聞
地
、
身
界

に
依

て
波
羅
蜜
、
、
三

の
意
界
に
依

て
十
世
界
海
微
塵
藪

の

力
を
得
た
。

そ
し
て
大
乗

の
方
便
海

の
底
を
窮
め
て
、

十
世
界
海
微
塵
藪

の
行

海
に
於
て
心
を
專
ら

に
し

て
、
所
得

の
功
徳
を
偶

類
に
て
讃

へ
る

の
で
あ
る
。

さ

て
、
以
上
が
こ
の

一
品
の
大
凡

の
綱
格

で
あ
る
が
、
以
下

二
三

の
注
意
せ

ら
る
る
黙
を
指
摘

し
た

い
。

(1)
 先
づ
品
題

の
d
e
 b
s
h
i
n
 
g
c
e
g
s
 
p
a
 
p
h
a
l
 
p
o
 
c
h
e

は
、
西
藏
傳
華
嚴
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繧
が
そ

の
原
名
を
b
u
d
d
h
a
v
a
t
a
m
s
a
k

a
と
し
、
謁

し
て
s
a
n
s
 
r
g
y
a
s
 
p
h
a
l

p
o
 g
e
c
h
e

と

い
ふ
鮎

よ
り
類
推
し

て
t
a
t
gq
a
ta

p
ta
m
sa
ka

と
還
元
し
、
叉
、

如
來
華
嚴

品
と
課
語
を
與

へ
る
が
適
當

と

思

は

れ

る
。
尤

も

a
v
a
t
a
m
s
a
k

a

(斜
難
団

掴
留

唱
く
t
a
m
s
,
 
t
o
 
d
e
c
o
r
a
t
e

)
と
p
h
a
l
 p
o
 
c
h
e
 (
冴
難
,

メ
搬

璽
,
 p
h
a
l
 
p
a
=
c
o
m
m
o
n
,
 
c
h
e
 
b
a
=
g
r
e

a
t)
は
そ
の
原
義
を
異
に

し
、

そ

の
黙

か
ら
も
華
嚴
輕

の
経
題

に

つ
い
て
も
種

々
の
論
議
が
交
さ
れ
て
ゐ

る
か
ら
、
今
も

い
さ
さ
か

の
不
確
實
性
な

し
と
は
せ
な

い
が
、

と
も

か
く
西
藏
、

澤
に
て
は

こ
の
品
題

と
経

の
総
題
と
は
d
e
 
b
s
h
i
n
 
g
c
e
g
s
 
p
a

と

s
a
n
s
 
r
g
y
a
s

を
置
換

へ
た
だ
け

の
相
異
で
、

そ
の
意
味
は
全
同

で
あ
る
と

い
つ
て
も

よ
い
。

そ
れ
故
、

こ
の
品
題
は
又
逆
に
華
嚴
経

の
経
題

の
考
謹

に
も
重
要
な

一
資
料

た

り
得
る
。
(
荻
原
丈
集

四
八
五
頁
参
照
。

但
、
名
號
品

と
誤
認
。
)

(2)
 こ
の
品
初
頭

の
形
式

は
、

こ
の
品
が
前

に
は
軍
経
と
し
て
流

通
し
て
ゐ
た

形
跡
を
止
め
る
。

す
な
は
ち
そ
れ
は
大
華
嚴

に
編
入

の
と
き
六ハ
成
就
中

の
信
聞

時
の
三
を
略
し
た
も

の
で
あ
り
、

西
藏
課
華
嚴
経
に
於
け
る

こ
の
様
な
例

は
、

如
來

興
顯
輕
、

普
賢
所
読
経
を
編
入
す
る
場
合
に
も
見
ら
れ
る
。

③
晶
初
に
世
尊

と
云
は
れ
る
佛

は
智
慧
廣
大
海
毘
廊
舎
那
如
來
で
あ
り
、

そ

の
佳
塵
は
智
慧
廣

大
海
毘
鷹
舎
那
如
來
手
掌
心
中
善
佳
と
名
け
ら
れ
る
。
華
嚴

経

の
立
場
は

一
般

に
寂
滅
道
場
始
成

正
畳

の
縄
迦
佛

に
印
し
た
華
藏

の
毘
廊
舎

那
佛

の
読
法
と
解

せ
ら
れ
、
而
も
読
佛
経
典
と

云
は
る
る
如
く
、

佛
に
は
多
く

放
光
入
定
等
あ
る

の
み
で
、

そ
の
所
読
は
佛
力
を
承
け
た
菩
薩
が
之

を
説
く

の

で
あ
る
。

今
は
佛

名
も
世
界
名
も
相
異
し

て
ゐ
る
が
、

教
圭
た
る
佛
と
説
圭
た

る
菩
薩
と

の
關
係

は
、

こ
の
品
で
は
、

掌
中
世
界

の
佛

と
東
方

の
佛

の
關

係
で

示
さ
れ
て
ゐ
る
。
す
な
は

ち
智
慧
廣

大
海
毘
鷹

舎
那
如
來
に
は
放

光
あ

る
の
み

で
説
法
な

く
、

十
世
界
海
微
塵
籔

の
世
界
海
を
過
ぎ

た
東
方

の
世
界
海

の
佛

が

こ
の
佛

と
そ

の
世
界
を
開
顯
す
る

の
で
あ
る
。

智
慧
廣
大
な
る
佛
名
は
智
燈

を

蓑
し
塾
策
方

の
擁

の
名
、

{
切
衆
生
利
釜
は
そ

の
化
暦

を
示
し

そ

の
三
が
同

じ
く
毘
廊
舎
那
と
名
け
ら
れ
て
そ

の

一
膿
性
を
表
現
し
て
ゐ
る
如
く

で
あ
る
。

㈲
そ
し

て
こ
の
品
で
は
、
如
來

の
在
ま
す
世
界
が
如
來
の
手
掌
中
に
あ
り
と

読

か
れ
る
が
、

こ
の
表
現
は
如
來
と
世
界

の
融
邸

す
る
華
嚴
経

の
佛
身
翻
世
界

観
を
よ

く
表
象
せ
る
も

の
で
あ
る
。

経
は
、

そ

の
如
來
手
掌
心
中
善
佳
世
界
海

と
名
く

る
所
以
を
読
明
し
て
、
「
如
來

の
掌
中
に
微
塵

の
藏
心

あ

り
。

そ
の
中

に
十
世
界
海
微
塵
藪

の
識
界
あ
り
。

そ

の
上
に
、

各

十
世
界
海
微
塵
藪
な
る

法
界
、

虚
室
界
、

火
界
、

水
界
、

地
界
次
第
し
て
安
佳

し
、

そ
の
上
に
十
世
界

海
微
塵
藪

の
廣
大
な
る
花
が
生
じ

て
、
そ

の
上
に

こ
の
世
界

海
安
佳
す

る
が
故

に
」
と
云
ふ
。
如
來

の
掻

化
の
土

と
し

て
の
世
界

海
は

一
面
か
ら
す
れ
ば
如
來

が
そ

の
中
心

に
在
ま
し
て
読
法
し
た
ま

ふ
の
で
あ
り
、

他
面
か
ら
す

れ
ば

そ
の

世
界
海
全
瞠
が
如
來

の
掌
中
に
擾
せ
ら
れ
て
そ

の
自
在

な

る

化
用

を

蒙
る
。

そ

の
手
掌

こ
そ
は
又
如
來

の
智

の
動
き
出
た
識

の
具
膿
的
表
現
で
あ
り
、

そ

の

搦

化
の
世
界
海

こ
そ
法
界

に
依
佳
し

て
始
め

て
成
就
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

(5)
 後

の
多
寳
王

の
読
話

の
示
す
所

は
、
王
が

こ
の
世
界
海
に
至
ら
ん
と
し
て

至
り
得
ず
、

遽

に
自
己

の
力

の
及
ば
ざ
る

こ
と
を
自
畳
し
て
佛
力
を
蒙
り
、

こ

の
世
界
海

等
を
明
ら
か
に
見
た
。
是

れ
即
ち
我
執
を
離
れ
た
所

に
自
然
に
か
か

る
世
界

に
至
る

こ
と
を
得
る
を
示
す
も

の
で
あ
ら
う
。

そ
し

て
、
そ
れ
が
叉
、

法
界
に
佳
す
る

こ
と

で
も
あ
る

の
で
、

王
妃
等

の
請
に
勢
し

て
、

二
邊
を
離

れ

て
法
界

に
入
佳
す
れ
ば
、

自
然
に
し
て
か
の
世
界
に
行
く

べ
し
と
読
か
れ
る
。

以
上

の
吟
味

に
依

て
こ
の

一
品
が
華
・嚴
経

の
思
想

の
要
約
と
し
て
如
來
華
嚴

な
る
名

の
下
に
行

は
れ

て
ゐ
た
で
あ

ら
う

こ
と
、
又
そ
れ
が
鷹
舎
那
品

の

一
展

開
た
る
性
格

を
有

つ
も

の
と
し
て
そ
の
直
後

に
編
入
せ
ら
れ

た
で
あ
ら
う
こ
と

等
が
大
凡
推
定

せ
ら
れ
る
。

そ

の
他
、
世
界
海

の
佛
身
形

に
つ
い
て
の
細
読
、

西
方
願
生
思
想

と
の
關
係
等
種

々
論
及
し
た

い
黙
は
あ
る

が
今

は
略
す
る
。

西
藏

課
華
嚴
経

の
第
十

一
品
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日

野
)
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